
地

球

琴

有

塩
巷

璽

卵
嚢
(
昭
竿

二
葉

月
)

着
果
各
部
の
岩
石
撃
的
名
稀
に
就
て

幸

治

嚢

次

郎

桝
'
緒

膏

石
炭
の
措
倣
鋸
的
研
究
に
は
二
方
面
が
あ
っ
て
.
其
の
一
は
石
炭
中
に
兄
ら
る
ゝ
植
物
組
織
を
研
究
せ
ん
と
す
る

生
物
撃
的
方
層
､
其
の
二
は
石
炭
監

万
石
と
し
て
研
究
せ
ん
と
す
る
岩
石
尊
的
芳
田
で
あ
る
｡
前
者
は
顕
微
鏡
的
研

究
が
石
炭
の
研
究
に
利
用
さ
れ
る
ほ
薫
れ
る
薗
初
よ
わ
行
は
れ
､
今
日
迄
に
相
皆
の
進
歩
を
兄
で
居
る
が
､
後
者
は
比

較
的
近
氷
に
於

で性
悪
n
れ
る
ほ
至
れ
る
を
以
で
p
末
だ
幾
多
の
研
究
の
飴
地
を
残
し
て
屠
る
｡
敢
近
ほ
於
で
は
各

閥
に
於
で
岩
石
撃
的
に
詳
細
在
る
研
究
が
行
は
れ
る
ほ
至
-1
'
石
淡
各
部
に
つ
き
で
種
々
の
新
名
柿
が
捉
麗
さ
身l
て

ゐ
る
が
p
我
が
園
に
於
で
は
こ
れ
等
の
研
究
は
極
め
で
進
展
し
て
屠
ら
瀧
戚
あ
る
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
｡
石
汲
各
部

の
特
質
､
差
異
は
石
炭
の
助
川
化
壁
上
の
差
異
に
影
響
す
る
庭
多
-
､
従
つ
霊
堺
に
天
然
物
と
し
て
の
み
な
ち
ず
､

鹿
更
な
る
裡
酒
物
と
し
て
石
旋
利
用
の
方
南
よ
わ
も
､
こ
れ
等
の
研
麿
は
必
要
で
あ

渇J
J
皿
ふ
｡

(-)

(け])

石
炭
の
顕
倣
鋸
研
究
は

-1
八
三

二

年
W
ith
am
.
H
ut
t
.3
n

両
氏
は
よ
っ
で
始
め

られ
た
｡
紋
等
は
エ
ヂ
ン
づ
フ

歪

k
J*
部
の
山村
石
拳
的
銘
榊
に
就
て

川
望

L



也

政

男

二

十
七
怨

妹

火

雛

賢

二

.

産
の
石
基
を
研
究
し
､
樹
脂
細
腰
其
他
り
細
胞
構
造
を
温
め
た
C.
鎗
畔
は
石
炭
が
果
し
て
樹
木
よ
-
壁
成
し
た
る
も

の
か
否
か
さ
え
も
明
か
な
ら
拍
頃
で
あ
っ
た
1J
け
に
､
乙
の
磯
兄
は
驚
異
に
催
し
光
の
で
あ
っ
た
｡
其
後
､
幾
多
の

(ce)

人
々
が
研
究
し
p
胞
子
其
他
種
々
の
植
物
組
織
を
磯
見
し
た
が
､

.i
八
五
五
年

S
c
h
u
1.z
e

は
石
敬
の
研
層
申

皆
無

刺
し
て
折
究
す
る
こ
と

を
始
め
p
水
栓
p
花
粉
､
胸
r
p
基
皮
等
を
謎
め
､
石
泉
の
拍
敏
鋸
研
究

に
一
大
光
明
を
顔

(+)

(J')

へ
否
｡
次

い
で

一
八

五

九
年

に

は
シ
ジ
ラ
リ
ヤ
､
カ
ラ
ミ
テ
ス
等
の
植
物
も
知
ら
帆
.

一
万
に
於
で
は

R
enau

t

t

,

B
eTtra
n
d

等
は
腰
状
物
質

(F
u
n
d
am

ental
J
eu
y
)
の
如
き
も
の
J
存
在
を
確
め
t

.fJ
と
は
こ
れ
等
の
物
質
は

B

og
h
e

a
d

C
o
a
l.,

Cann
el

C
o
a
l
等
ほ
多
q
Jを
組
め
､

前
世
紀
求
か
ら

今
世
紀
初
め
頃
は
石
炭
の
蕗
類
成
因
詮

(c･,)

(
i
lg
a
l
th
e
3r
y
)
が
唱

へ
ら
れ
る
は
至
っ
た
｡
其
後
､
石
荻
の
古
生
物
撃
的
の
研
究
は

W

hite.
T
hiess

e

n

其
他

(1
)

(,5
)

(川
)

の
人
々
に
よ
み
て
益
々
研
究
Tb
れ
'
我
が
岡
に
於

でも
安
井

博

士

､

岩
崎

博

士

'

同
博

士

の
如
き
研
究
者
が
あ
る
.(I--)

石
炭
を
岩
石
撃
的
ほ
故
ふ
け
至
っ
た
の
は

tI
九

〇
六
年
乃
至

一
九

-i
C
年
頃
以
後
か
ら
で
あ
っ
て
､

H
.
P
o
to
n
ie

を
以
て
始
め
と
す
る
｡

氏
は
石
炭
を
有
機
岩
の

-i
種
､
吋
燃
性
有
機
岩

(K
a
u
st
obiolithe)で
あ
る
J
J
な
し
た
｡
乙

の
中

に

は

S
a

prop
e
tite.H
u
rn
u
s
,

Liptobiolithe
の
三
種
が
あ
っ

て
e後
の
三
者
は
特
に
石
炭
生
成
と
粗

い
関

係
が
あ
る
と
述
べ
ね
｡

(7)

..
九

∵
0
年
J
e
ffre
y
は
ミ
ク
ロ
ト
ー
.<
ほ
て
石
炭
を
穐
断
し
て
研
究
す
る
.TJ
と
む
考
案
し
'
研
究
上
に

一
歩
を

進
め
二

九

二

年
に
は

L
o
m

a

耶

軒

研
磨
に
ょ
る
薄
片
む
製
作
し
て
研
究
す
る
こ
と
を
初
め
て
以
来
p
著
し
く
研

究
は
進
展
を
堆
L
t

<E
塊
の
石
炭
中
に
於

七も
植
物
の
各
部
が
存
在
し
､
そ
帆
-
川～
の
特
質
を
有
す
る
こ
と
を
敏
見

す
る
珠
に
な
っ
て
､
石
炭
研
究
に

ii
大
新
庄
面
を
投
ず
る
に
車
つ
た
｡
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他

出小

妨

二
十
七
懲

妨
大
抵

四
O
四

川

輝
炭
､

階
数
の
配
合
が
石
炭
の
外
観
と
闘
係
む
有
す
る
が
如
-
p
石
炭
の
外
観
と
物
理
化
撃
性
と
ほ
は
緊
密
を
擁

係
が
あ
っ
て
､
有
数
利
用
上
ほ
も
洗
い
踊
係
若

す
る
0
次
岩

泉
の
外
観
上
の
障
別
に
用
ふ
る
分
頻
要
項
を
記
載

(S)

す
る
｡
こ
れ
は
川
博
士
の
記
述
を
磐
的
せ
る
聾
者
の
未
定
稲
で
あ
る
か
ら
'
更
は
取
捨
研
究
の
必
要
が
あ
る
0

1
･
匝
(C
･olou
T
)-
胸

(S

tack)
騒
拒
(F
itch
B
la
c打
)

轟
(B
ro
w
n

)

2
･

錆
商

(L
usteT
T
捧
璽

B
TiDl
h
t)

詞
(D
u
ll)

翌

だ
V
itr
eouS)
認
掛
買

S
itky)

3
･
夢
%
(S
tr
uctui･2)
固
#
(B
an°
e
d
)

蕗
璽

A/Ia
ss
iv
e
)

轟
青
空

S
triatei)
雷

雲

F
ib
TOuS)

箭
l#
馨

(Crape
Like
)

4
･

P
(CleatT
薄
霧
讐

C
lea
t
b
y
d
isti11a
tio
n)
臣
璃
事
齢
F
(C
･
by
geolbg
ic
s
tT
uCture)

5
･

BJL空

T
el
tu
re
T

鮮
碧

C
om
p
a
ct)

常
葉

(GTam
taT

)

6
･
潜
掃
(T
o義

hneSST
静
禦

B
rittle
)

昂
%
(T
o
u
的h
)

7
･
繋
tj
(F
ractllr
eT
車
璽

E

ven)
置
蹄
曹

u
g
h
)

知
醇
ER
(C
onchoidal)

8･
葺

(P
a
Ttin
g
T

韓
望

P
laty)
幹
･h･轟
ER
(C
u
b
ical)

演
芸

(S
caly)

三
.
雪

灰
の
瀬
撒
鏡
的
名
栴

(川
)

顕
徴
鋸
的
名
榊
は
完

完

年

S
t

opeSが
次
の
-

警

固
別
し
て
以
来
,
多
-
の
細
別
が
語

れ
る
盗

っ

た
0

1･
V
itrain
(嘉
凝
辞
)

3
･

D
ut･ain
(昂
卵
)

2
･

C
]a
Tain
義

歯
餅
.)

4
･

F
u
sain
(鮮
轟
弾
)
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Stopes
の
分
猿
は
従
水
の
分
頻
は

C
l
a
T
a

in
h
l加

へ
カ
に
過
ぎ
ぬ
｡
こ
れ
は
暇
淡
中
は
存
在
す
る
如
線
状
の
部

分
で
あ
ケ
て
'
稀
に
何
等
か
の
構
造
む
指
倣
現
下
は
窺
ふ
む
得
る
も
'
多
-
は
均

一
性
で
構
造
は
静
め
ら
れ
な

い
｡

V
itl･ai
n
は
石
炭
中
の
光
輝
あ
る
部
分
で

D
u
l･ain
は
光
喋
夜

き
部
分
で
あ
る
｡
F
u
sai
n
は
日
本
の
石
炭
で
は
常
磐

炭

に
よ
-
春
麗
し
p
繊
維
状
組
織
社
有
す
る
脆
錫
な
る
石
次
で
あ
る
｡

(ej)

(1
)

(u
)

ti
九
二
四
年

J
e
ffrey
､

Li
九
二
〇
年
'

一
九
二
六
年

T
hiessen
は
次
の
名
称
を
用
以
カ
｡

耐
暑
㊦
飯
事

J
e

ffre

y

T
h
i

e
s
s
e

n

G
r
a

n
z打
oh
le

Li
g

n
ito

i
d

A

n
t
h

1･
a
X
y
lo
n

EW
a

tt吋
ohle

Ca
n
n
e
l
o
i
d

A
tritu
s

F
a
s
e
r

kohle

M
in
eral

C
hal･COal

A
nth
raxyton
(鮮
斗
fyu･t)
は
改
硝
光
浬
を
有
L
t
月
数
推
断
口
顕
著
'
樹
朱
よ
や
鎮
成
し
た
る
乙
と
の
明
白
在
る

部
分
で
､
石
汲
薄
片
が
砕
け
れ
ば
黄
色
'
厚
け
れ
ば
赤
色
に
見
ゆ
る
O
外
観
上
棟
線
状
は
見
え
､
脆
崩
で
あ
っ
て
平

行
な
る
H
を
有
す
る
｡
荻
側
貌
は
ァ
ン
ス
ラ
キ
シ
ロ
ン
の
一
種
で
､
来
賓
組
蛾
は
ホ
明
瞭
､
暗
色
､
脆
弱
､
組
維
状
､

職
燥
地
に
蔑
育
す
る

.i
種
の
歯
舞
の
た
め
､
使
rJれ
た
る
樹
木
の
淡
化
し
た
る
銀
成
物
で
あ
る

｡
A
tritus
(静
間
郎

声
前
野
駐
)
は
樹
木
組
純
金
-
溜
め
ら
れ
ず
'
木
質
以
外
の
植
物
細
胞
よ
-
な
る
｡
光
棒
鋼
-
､
梢
弧
覗
'
月
数
断

日
を有
L
t
薄
片
で
は
賛
色
の
地
に
褐
色
.
濃
褐
色
､
決
赤
色
を
蓋
し
.
櫨
々
暗
色
又
は
不
透
明
物
贋
を
混
ず
る
.

植
陛
荻
中
に
柚
木
の
横
片
(S
m
al
1er
A
n
th
ral
y
lon
)
組
織
を
失
以
た
る
樹
木
(.ilu
m
iA
e
i
A
nth
raxylon
)
の
存
在

す
る
と

F
Jは
絹
糸
状
の
弧

き
光
輝
を
有
し
､
珊
剥
離
性
に
富
め
る
酬
縦
と
在
る
こ
と
が
あ
っ
て
p
ス
ト

ー
ブ
ス
の
別

布
淡
谷
輔
の
射
石
松
的
名
榊
に
放
て

凹
宴

托
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(Cl
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望

｡

今
､
チ

-
ゼ

γ
､

ゼ
フ
レ
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､
ス

ト

-

芸

名
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屋

醸
せ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
0
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A
琵
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掛
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轟
剖
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AqA
I
帝
蹄
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静
洗
I
F
u
s
a
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A
t
r
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u
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こ
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Clarain

(･3
)

(f;)

完

二
四
年
二

九
二
老

R
･

-

nie
は
石
碧

雲

貫

Dmi

t-

S
･三

三
軸
旋

ち
､
V
it
d
t

は

樹

木
の
み
-

成
る
諒

ず
､
樹
皮
､
ペ
ッ
グ
-

ふ
､
腐
植
物
披

(D

oppiei･it)
よ
-

生
成
す
る
と
な
し
､

之
雲

~ヽノ

種

苗

別
し
た
｡

一
E
u
v
itrit

は
蝕
刻
は
よ
品

競

造
の
見
え
る
fJ
と
も
あ
る
が
,

遠

に
は
苧

均

壷

で

′llヽ･､

ぁ
っ
て
､
何
等
の
構
造
農

芸

い
部
分
p

二1
ig･1,it.id
は
木
管

品

-1
P
樹
木
構
造
の
明
か
空

塵
泉
,
刀

EiJnuJu

s
u
b
eri
tOid
は
ぺ
リ
ダ
ー
ム
の
構
造
の
よ
-
親
は
れ
る
部
分
雪

景

の
で
あ
る
0

-

(〓)

1L
if
二
七
雪

D
u
p
a
rqu
e

は

邦
警

二
積
算

ち
,
-

構
造
の
窺
は
れ
る
も
の
む

X
y
lai…

の
構
造
の
窺



P
削
凪

は
れ
な

い
畠

を

X

ylovitTai
n
と

呼
-化
&
0

五

三
二
年

B

o
d
e
は
情
炎
竺

種
に
分
ち
'
明
輝
次

(C
larit)
h
L

階
数
の

議

と
し
,
泥
警

左

成
せ
る

T
o

Tfclllrit
で
あ
る
と
な
し
,
普
通
の
暗
炭
は
サ
プ
ロ
ぺ
〝
よ
違

成
せ

る

Sap
rop
e
tdurit
と
呼

蕗
o
∵
九
二
八
年

には
-

デ
は
渥
警

E
u
v
it
i･it
と

P
r
bv
i打
1t
堤

ち
t
C
la
h
t
は

(y
:A)

(;H

p
r
o
v
it･fit
と
同
様
で
あ
る
が
幡
汲
中
は
存
在
し
､
輝
炭
質
の
暗
汲
で
あ
る
と
在
し
た
｡

完

三
三
年

J
o
n
g
ma

n

s

等
は
和
蘭
の
石
炭
に
つ
き
･
ぞ

構
造
の
宛
は
れ
覆

い
輝
汲
む
尋

d
t
と
L
p
柄
物
片
の
鵜
舟
よ
-1
成
っ
て
輝
炭
を

惨
着
せ
る
物
質
を

D
u
rit
と
し
,
鹿

々
不
透
明
物
質
を
有
す
る
O
C
la
rit
に
は
不
透
明
物
質
を
有
し
覆

い
O

F
u
s
it

は
粗
放
よ
-
誘
導

さ
れ
た
る
物
質
で
あ
っ
て
'
櫓
物
繊
維
の
窺
は
れ
る
79
の
を
T
e
lit
と
呼

ん
だ｡

(別
)

完

三
混
年

ス
ト
ー
ブ

ス

は
石
炭
の
外
観
並
に
顕
微
鋸
的
名
柄
に
踊
L
t

蒜

の
岩
石
又
は
魂
物
名
と
同
様
在
る

名
術
,
即
ち
語
尾
に
-

n
lte
を
附
す
る
こ
と
を
提
案
し
､
次
の
如
-
分
類
し
た
｡

A

.

V

itrain
F

l･Y
itrai
n
(Z
!;a
ai1:

cU
oltE
:
iLtee
)
E
u
･V
itTin
ite

〟㌢

⊥

pite;Ir?i

ae
b

it::aiinn
脚
tem
1,b;1ll,i;nneiittee

R

e
sin
it
e

Pro.Vitrinite
V
iFur
inite

B
.
F
u.sain

･

.I
:･!JiJ終
価
の
･:何
桁
蝉
的
銘
榊
に
裁
て

F
u
sin
it
e

1TF
u
Lqin
ite

.
i
.

.:I
)

L



地

球

C
.
C
la
r
a
i
n

節
二
十
七
懲

X

y
l
i
n

i
t
e

P
e
r
i
b

t
in

i
t

.e

Su
b
fin
ite

C
6
)1h
it.e

R
e
sin
ite

U
tm
im
't.e
+

C
u
tinite

E
x
in
ite

F
u
s
in
ite

M
icr仙n
ite+

～

i.I
ぺ
け

D

is
tin
ctiv
e

～

L
e
s
s

D

i
s
t
in

ctive
C

ia
rin
ite

D
I
D
u
ra
in

E
x
ini

t
.e

+

C
utin
ite

R
esinite

C
otlin
ite
十

X

lirtite

S
u

b
e

r

i

nite

U
lm
in
iLe

F
u
sinite

)

.Ii: D
istin
ctiv
e

L
E･SS

D
is
t
i
n
c
江
v

e

D
u
rin
it
e

S

V
itra
in
の
五
種
は
現
今
の
薄
片
技
術
ほ
て
は
識
別
し
程
な

い
場
合
が
あ
る
0

報

P
r
o
･V

itra
in
中
に
肉
眼

ほ
て
筋
目
を
観
察
し
得
る
rJ
と
が
あ
る
0
細
胞
が
成
層
面
に
排
列
し
､
魔
挿
さ
れ
た
薦
め
に
鐘
成
せ
し
も
の
で

ぁ
る

｡
+
T
hieS
Senの
A
nthrax
ylon
は
S
u
b
eyain
と

U
lm
ain･
と
の
全

物
に
附
せ
ら
れ
た
名
精
で
以
上

の
分
数
の
何
れ
と
息

芸

竺

致
せ
ず

o
弧
い
三

孟

1,
P
ro

･V
itra
in
{で
あ
る
O
H
C
la
rin
ite
と

D
ur
in
ite

と
は
各
特
有
在
る
物
質
誓

い
芸

名
精
で
夜
-
p
厳
密
に
は

V
itrin
it
e,
Fu
sini
t

e
と
同
じ
分
海
中
は
静
を

並
べ
る

乙
と
は
正
し
く
を
い
｡

A

･

Vi
t
r

a
i
n
,
V
itrin
ite
･

改
構
光
輝
を
有
す
る
光
輝
あ
る
幅
狭

p
J筋
を
な
し
て
石
炭
中
に
存
在
,
漸
-
肉
眼
を



以
て
見
得
る
程
度
よ
旦

l
O
粍
位
迄
の
幅
を
有
す
｡
細
長
在
る
眼
球
状
を
な
し
､
ほ
tJ
成
暦
覇
に
平
行
し
て
存
在
.

L5
両
に
些
父
す
る
亀
裂
､
月
数
状
断
口
を
有
す
｡
反
射
光
ほ
て
鋸
南
の
如
-
.
多
少
轡
曲
せ
る
東
南
を
有
し
三

ハ
万

機
に
破
れ
易
し
｡
手
を
胸
る
七
も
汚
れ
ず
｡
本
質
的
に
は
成
層
荷
に
卒
行
な
る
に
非
ず
p
植
物
組
織
に
卒
走
す
る
も

の
で
あ
る
｡

U
lrnai
n
.
U

lm

in
it
e
.

完
金
に
腸
贋
化
せ
る
植
物
質
よ
-
生
成
し
､

竺

牡
､
黄
金
色
乃
至
浪
碇
泊
色
.
披
き

修
に
似
､
収
縮
に
ょ
つ
て

生
ぜ
る
明
か
在
る
亀
裂
社
有
す
0
社
々
管

翼

は
他
物
を
包
裳
す
る
｡
各
種
の
植
物
の
各

部
よ
り
鐘
成
し
'
特
に
相
大
形
の
木
質
及
び
皮
部
よ
♭
生
成
す
｡

c
oltain
,
C
ollin
it･e
;

ウ

ル
メ
･T
ン
の
溶
解
L
t
再
び
沈
澱
し
た
る
生
成
物
､
均

一
性
､
黄
金
色
乃
至
波
枕
油
色

硯

き
腸
に
似
,
収
縮
に
ょ
与

生
ず
る
明
か
在
る
亀
裂
を
有
す
｡
往
々
管

買

は
他
物
を
包
裏
す
る
｡
各
種
植
物
の

各
部
よ
ら
庄
じ
･
ク
ル
メ
イ
ン
と
な
-,h
･
再
び
牌
質
と
夜
み
て
沈
積
し
て
生
成
す
｡
ウ
ル
メ
イ
ン
と
の
識
別
困
難
で

あ
る
｡

p
e
r
ib
l
ain
.
P
e

ri
b
lin
ite
,

皮
状
物
質
よ
少
生
成
し
た
る
rJ
と
の
明
か
な
る
部
分
.
牛
透
明
､
黄
金
色
の
腿
質
､

皮
状
p

速

度
状
に
L

yp
稀
不
明
瞭
在
る
乙
と
多
-
'
稀
に
明
瞭
､
蝕
刻
面
に
屡
々
よ
-
窺
は
れ
.
普
通
の
薄
片
に

は
窺
S
得
る
乙
と
稀
在
も

皮
質
繊
維
は
腰
質
と
在
㌔

伍
に
細
胞
を
窺
S
得
｡

sl,beTainu
Subetin
ite
.

木
枠
質
よ
-
鍾
成
甘
草
透
明
.
黄
金
色
の
勝
讐

皮
状
'
薄
皮
状
に
て
不
明
瞭
､
明

瞭
在
る
rJ
と
も
柿
に
あ
-,L
O
蝕
刻
面
に
ょ
-
窺
は
れ
も
普
迫
の
薄
片
に
は
明
掌
り
ず
｡
木
栓
は
腿
贋
化
す
る
も
住
に

細
胞
壁
及
び
粗
相
を
有
す
る
rJ
と
あ
り
｡

前
…桝
各
部
の
射
ポ

桝的
銘
柄
に
裁
て

F;
)
ル

九



地

嫌

第

二

十
七
存

聖

へ

批

叩

岩

-
L
J

X
y

l
a
i
n

･

X

y
lin
ite･

水
質
よ
ら
錐
成
せ
る
こ
と
の
明
か
な
る
部
分

､

半
透
明

､

黄
金
色
の
腿
質
,
木
層
構
造
は

不
明
確
在
る
こ
と
も
あ
る
｡
蝕
刻
何
に
は
よ
-
窺
は
る
-.も
普
通
の
薄
片
に
は
不
明
瞭
､
樹
脂
孔
屡
々
窺
は
る
｡
木

質
の
大
部
分
は
腸
質
化
し
p
機
は
細
胞
壁
及
び
樹
脂
を
有
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

Fq
p
F
u
sai
n
,
F
u
sin
ite･
不
規
則
な
る
梗
形
物
質
が
成
層
面
と
多
少
の
角
皮
散
布
し
て
排
列
し
､外
観
は
暗
色
､

不
透
明
p
針
状
に
鬼
ゆ
p
胞
鍋
､
粉
末
と
化
し
易
-
二

見
東
炎
に
酷
似
す
○
不
渡
明
の
壁
あ
る
炭
化
細
胞
あ
上

紙
の
方
向
ほ
は
管
鬼
を
有
す
る
こ
と
あ
-1
.
木
贋
部
は
殆
ど
粂
-
残
存
せ
ず
､
管
凍
､
厚
堰
の
細
胞
等
は
炭
化
せ
る

柳
腰
を
覆
す
｡

C
.
C
la
rain
･
C
･1a
rin
ite
･

輝
炭

(V
itra
in
)
に
救
す
る
も
･
銅
系
光
輝
､
光
耀
は
輝
炎
よ
-
も
散
漫
､
介
殻
状

断
=
な
-
p
蔽
状
又
は
方
形
は
級
揮
す
､
邦
炭
に
此
し
て
精
胞
か
ら
ず
｡
本
質
的
に
は
成
層
面
と
平
行
在
る
射
線
叉

は
太
線
状
を
夜
す
｡
成
闇
何
に
単
桁
に
破
砕
す
る
敬
称
栗
と
す
0
亜
物
繊
維
の
扱
片
よ
み
成
る
も
の
は
連
判
,
車
透

明
に
乗
数
L
p
其
の
間
は
輝
炭
を
有
す
｡
黄
金
色
叉
は
枕
柑
赤
色
p
果
皮
,
胞
子
､
樹
脂
あ
-
｡
優
々
汲
母
は
眼
球

状
は
存
在
す
る
｡
各
種
植
物
繊
維
の
張
合
及
び
樹
脂
よ
･a

成
る
を
特
質
と
す
る
｡
各
生
成
物
を
明
か
に
識
別
し
程
る

場
合
と

識
別
容
易
な
ら
ざ
る
場
合
と
が
あ
る
O

D
t

D
u
rain,D
u
i･in
ite･

不
規
則
な
る
士
状
を
な
し
･
砿
-
､
多
少
帝
政
の
薫
色
,
政
雄
､
成
暦
は
多
く
は
見

ぇ
ず
｡

こ
と
に
歓
洲
旋
･uI
は
見
難
-
､
北
兼
炭
に
は
盤
は
る
と
い
ふ
0
納
粒
状
p
薄
片
と
な
す
も
亜
不
透
明
､
胞
子
､

大
胞
子
の
存
在
す
る
と
d
TJは
成
闇
面
に
平
行
に
塵
裾
ruれ
･
小
胞
子
,
基
皮
等
の
破
片
を
有
し
･
樹
脂
､
大
果
皮
類

は
散
期
し
､
韻
色
の
硫
化
銭
屡
々
春
在
す
0
薄
片
と
な
す
も
.{
透
明
の
こ
と
多
く
､
植
物
各
部
よ
み
成
る
も
静
々
胞



子
を

王
と
す
る
こ
と
あ

-,L
.
7
敗
に
微
少
な
る
破
砕
物
質
よ
心
成
る
7品

で
あ
る
｡
各
組
成
物
を
識
別
し
得
る
場
合

と
識
別
し
程
ざ
る
場
合
と
が
あ
る
｡

(
;...)

燭
泡
は
於
て
S
b
ch
は

一
九
三
五
年

の

茸
港
は
次
の
如
-
分

娩

し

た
.

A
_

V

it
rit
(G
la
n
z
li(O
h
te
n
la
g
e
n
)

1
.

P
TO
V
it
r
it
od
.

Stru
1.Kh
r
vi.音

か

,

刺
胞
其
他
の
構
造
あ
る
｡

v
it
rit
に
し
て
P

e

r
i
i

e
r

m
vitr
it,

P

a

re
n
c
h
y
m

vitrit,
X

y
1e
m
V
i.trit,
P
h
y
ll
o
v

itTit
･

2
.

E

u
vi
tTi汁

何
等
の
構
造
を
有
し
な

い
v

itri
t
を

い
ふ
｡

3
.

V

it

ritisc
h
e
n
D
e
tritu
s
.

T

h
i
e

ss
en

の

Atritusと
同

一
の
も
の
､
樹
木
'
樹
皮
等
の
破
片
の
強
食
よ

-
成

る
｡

4
.

T
ie
ris
ch
e
r

V
itr
i
t
.

B
I

D
u
rit
(A
Ta
t
tl
t(Ohlent
a
g

e
n
)

i

今

H
u
m
oau
T
it,T
ran
sl
u
cen
t
A
ttritTI
Su
B
rig
h
t
C
laTa
in
,
C
lari
t･

2

.

E
-u
d
u
rit.
D
u
tt
C
h
Ta
in
･

3
･
O
p
a
lLハd
u
rit}
h

rain
,
S
p
lin
t
･

C

.
F
u
sit,
(F
a
se
rk
o
h
ie
)

)
.

f
iTa

rtlln
d
W

e
i
c

h
fu
sit.

2
.

F
u
sit
:ib
e
rg
.a
n
g
e

(
k｡,)

次
に
p

ポ
ー
デ
は
文
p
輝
汲

整

姦
し

p

据
植
物
よ
か
成
る
腿
質
の
も
の
を

U
tm
it､
Fo
ssil

D
o=邑
e
T
it
と
呼

び
,
繊
維
質
よ
か
成
る
恕

T
elit,
木
質
よ
-
成
る
を

Li
g
n
it
Qid
,
水
栓
質
よ
-
成
る
む

S
u
b
erit.
id,
樹
皮
よ
か

･<
…釈
各
部
の
･:宗

桝
的
令
揃
に
放
て

阿

〓

ti
.i



地

球

沸
二
十
七
懇

鈴
大
紋

四

l
ニ

ー
ニ

成
る
を
S
k
l
e
r
o
i
d

と
呼
ん
だ
｡
F
usit
は
木
炭
質
の
石
炭
で
t
Rfic
TOn
it
は
石
炭
中
の
不
透
明
物
腰
､
E
x
in
it
は

胞
子
の
基
金

よ
-
成
る
部
t
C
u
tin
it
は
基
皮
よ
ム
成
る
部
t
R
e
sin
it
は
樹
脂
よ
カ
成
る
石
炭
の
部
分
的
名
稀
と

し
て
間
刺
し
カ
｡

以
上
の
如
-
p
石
炭
各
部
の
名
編
に
つ
き
で
は
日
下
混
沌
と
し
て
定
ま
っ
た
名
租
が
な
い
.
依
っ
て

一
九
三
五
年

(I:I.)(.ju
(S7)

利
蘭
の
へ
-
レ
ン
に
於
で
石
炭
岩
石
聾
者
が
愈
観
を
打
払
､
名
桁
を
一
定
に
す
る
こ
と
を
捉
試
さ
れ
た
.
次
に
そ
の

名
科
を
掲
げ
る
O

蛸

虫,

繋

q
r

か

ITf

恕
幣
駄
吉

夢

熟

2k血

輩

l

専

V
it
ri
t
(

-

a

im

)

T
e

l
i
t
(

l

a

i

n

)

F

u
s
it
(

-

a
i
r
1
.

)

D
u
r
it

(

-

a
i
m
)

V
it

rof

u
s
i
t
T

ain)

T
e

io
f
u
s
it
(
-

aim)

}
v
i
t
r
i
t
e

<

琵

1ttee

F
u

s
i
t

e

r
D

u

r
i
t

e

V
itr
o
fu
s
i
t
.e

F
u

s
ovi

t
r

i
t
e

v
itrin
it
e
<

鍔

描

t
te
e

F

u
s
in.

i
t
e

M

i
c
r
in
i
t
e

an

d

E
x
in

i

t

e

S
e
m
if
u
s
in

it
e

詩

e
番

場
付
だ

哉

ヰ
か

n
i

琵

轟
d
餅

a
o

D
ur

o
v
itrit(
l
a
in
)

D
ur
o
t.e
tit(
-

a
im
)

C

t
a

}
･
i
t
e

(

C
l
a
r

o
v
i
t
r
it
e

t
o

V

i
t
r
o

c

l

a
r
i
t
e

o
T

C
t

aro
･

c
o
l
t
i
t
.e

t
o

V

i

t
J

r
o

c

】ariL
v

e)

Cta
T
i訂

(
C
ta
T
O
V
i.
t
r
i
t

e
t

.o

V

itroc
la
T
it
e
o
r
C

t

a
i･O
t

elit,e

t
o

T
e
lo
c
l
a
I･i
t
e
)

V

itrin
i

te(C･o
lh-m
it
e

o
il

T
e
E
n
it
e

)

三 g.
n
it
e

群

諒

e
昏
TBl
i.

吋

i,.L

奇

吋･

娼

ヰ
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田
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郷
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鎌
代
化
石
群
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十
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炊

御

門
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-
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醤
油
の
産
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で
有
名
な
野
山
町
の
柄
東
方
約
六
粁
の
塵
に
あ
る

Em中
村
大

昔

Fji
t

附
近
に
月
化
石
圏
の
露
出
す
る
胃
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菅
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菌
等
東
軍
枕
長
鈴
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貧
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氏
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の
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導
を
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て
本
年
二
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化
石
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比
の
附
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で
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び
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化
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闇
に
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で
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菅
が
無

い
の
で
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